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め
多
岐
に
わ
た
る
ご
質
問
ご
意
見
等
が

出
さ
れ
、
執
行
部
と
の
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
る
有
意
義
な
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
下
郷
農
協
理
事
会
は
、
こ
の
組
合
員

総
会
が
立
派
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
、
そ
し
て
、
全
議
案
が
圧
倒
的

な
賛
成
多
数
で
採
択
い
た
だ
け
た
こ
と

を
う
け
て
、
下
郷
農
協
は
こ
の
組
合
員

総
会
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
内
憂
外
患

を
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
判
断
・

評
価
し
、
２
０
２
５
年
度
以
降
を
「
反

転
攻
勢
（
Ｖ
字
回
復
）」
に
打
っ
て
出
る

た
め
の
「
第
二
歩
」
を
戦
略
的
に
進
め

ま
す
。

　
６
月
29
日
（
日
）、
下
郷
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
第
77
回
下
郷
農
協
通
常
総

会
が
、
組
合
員
１
７
５
名
（
正
組
合
員

実
出
席
46
名
、
委
任
状
と
書
面
議
決
１

２
９
名
）
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
樋
山
路
地
区
白
土
集
落
の

鈴
木
健
久
さ
ん
を
議
長
に
選
出
、
２
０

２
４
年
度
事
業
・
経
営
活
動
報
告
承
認

の
件
、
２
０
２
５
年
度
事
業
・
経
営
方

針
決
定
の
件
な
ど
全
５
議
案
等
が
提
案

さ
れ
、
圧
倒
的
な
賛
成
多
数
で
承
認
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　　
総
会
で
は
、
玉
麻
組
合
長
が
「
下
郷

農
協
は
今
後
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く

の
か
と
い
う
事
が
今
か
ら
一
番
大
事
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
色
ん
な

問
題
が
あ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
き
ま
し

た
が
、
し
か
し
な
が
ら
日
田
に
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
飼
料
工
場
や
山
国
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
ミ
ル
ク
工
場
、
更
に
は
来

年
の
６
月
を
概
ね
の
決
着
点
と
し
て
酪

農
場
が
建
設
さ
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
出
来
ま
す
と
私
達

下
郷
農
協
も
本
当
に
一
つ
の
土
台
と
し

て
生
き
て
い
く
盾
が
基
本
出
来
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
こ
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で

今
か
ら
先
下
郷
農
協
が
さ
ら
に
原
点
に

返
っ
て
よ
り
安
全
な
も
の
を
ど
う
や
っ

て
作
っ
て
い
く
か
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ど
う
や
っ
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
く
か
、
そ
の
事
に
つ
い
て
も
本

当
に
私
達
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
更
に
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
色

ん
な
事
業
を
展
開
し
て
下
郷
農
協
が
独

自
に
立
ち
直
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ

う
い
う
経
営
に
向
か
っ
て
第
二
歩
・
第

三
歩
と
進
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
来
賓
の
大
分
県
北
部
振

興
局
・
中
津
市
・Ｊ
Ａ
共
済
連
大
分
・

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
お
い
た
各
代
表
祝

辞
や
あ
い
さ
つ
等
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
執
行
部
よ
り
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
と
戦
略
的
に
提
携
し
、
そ
の
事

業
・
経
営
構
造
を
根
本
的
に
改
革
し
、

経
営
を
改
善
・
改
革
す
る
た
め
「
あ
と

一
年
」
耐
え
抜
き
、
過
渡
期
を
乗
り
越

え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
活
動

報
告
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
下
郷
の
地
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の『
食
べ
も
の
』の
故
郷
に
し
て
い
く
」

た
め
の
「
第
一
歩
」（
１
、
０
０
０
頭
規

模
の
酪
農
場
建
設
等
）
に
続
き
、
下
郷

農
協
は
今
か
ら
「
第
二
歩
」
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
と
も
に
構
想
・
準

備
し
て
い
く
た
め
の
事
業
・
経
営
方
針

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
か
ら
は
農
業
生
産
に
関
わ
る

意
見
を
は
じ
め
各
加
工
場
や
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て
、
ま
た
特
別
報
告
を
含

基
本
協
定
に
基
づ
く
経
営
の
「
第
二
歩
」
へ

基
本
協
定
に
基
づ
く
経
営
の
「
第
二
歩
」
へ

全
議
案
を
圧
倒
的
賛
成
多
数
で
採
択

全
議
案
を
圧
倒
的
賛
成
多
数
で
採
択

第
77
回
通
常
総
会

あいさつする玉麻組合長
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め
多
岐
に
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ご
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ご
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見
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、
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さ
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る
有
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義
な
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と
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。
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組
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そ
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、
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憂
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決
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来
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と
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を
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攻
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に
打
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た
め
の
「
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」
を
戦
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進
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ま
す
。

　
６
月
29
日
（
日
）、
下
郷
小
学
校
体
育

館
に
お
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て
第
77
回
下
郷
農
協
通
常
総

会
が
、
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合
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１
７
５
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組
合
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46
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、
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状
と
書
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議
決
１
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９
名
）
の
出
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で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
樋
山
路
地
区
白
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落
の

鈴
木
健
久
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を
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長
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、
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０
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０
２
５
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業
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の
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５
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等
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れ
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数
で
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認
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。
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会
で
は
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麻
組
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が
「
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は
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う
や
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て
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と
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が
今
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に
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ま
す
。
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で
も
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な
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が
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て
今
日
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し
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が
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６
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概
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こ
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。
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台
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。
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ど
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、
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と
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や
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て
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を
盛
り
上

げ
て
い
く
か
、
そ
の
事
に
つ
い
て
も
本

当
に
私
達
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
更
に
は
こ
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か
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も
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独
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。
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来
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の
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局
・
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市
・Ｊ
Ａ
共
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連
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分
・
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ン
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お
お
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た
各
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や
あ
い
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つ
等
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き
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。
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で
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部
よ
り
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プ
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的
に
提
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、
そ
の
事
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構
造
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的
に
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、

経
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を
改
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・
改
革
す
る
た
め
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あ
と

一
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」
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え
抜
き
、
過
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期
を
乗
り
越

え
て
行
か
ね
ば
な
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な
い
と
す
る
活
動
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を
提
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し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
下
郷
の
地
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の『
食
べ
も
の
』の
故
郷
に
し
て
い
く
」

た
め
の
「
第
一
歩
」（
１
、
０
０
０
頭
規

模
の
酪
農
場
建
設
等
）
に
続
き
、
下
郷

農
協
は
今
か
ら
「
第
二
歩
」
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
と
も
に
構
想
・
準

備
し
て
い
く
た
め
の
事
業
・
経
営
方
針

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
か
ら
は
農
業
生
産
に
関
わ
る

意
見
を
は
じ
め
各
加
工
場
や
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て
、
ま
た
特
別
報
告
を
含

多岐にわたり活発な議論が交わされた通常総会

昨年の下郷農協まつりの様子

第 66 回下郷農協まつり開催について第 66 回下郷農協まつり開催について
　11月9日（日）、下
郷農協本所･購買前駐車
場で第66回下郷農協ま
つりを開催します。
　取り組み内容等はま
つり実行委員会等を中
心に検討を進めます。

※ステージ出演者・出
店者を募集します。
　詳しくは下記までお
問合わせ下さい。

下郷農協まつり実行委員会（事務局・管理部　☎0979-56-2222）
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猛
暑
で
の
肥
培
・
水
管
理
学
ぶ

猛
暑
で
の
肥
培
・
水
管
理
学
ぶ

健
康
米
生
産
組
合
が
圃
場
め
ぐ
り

　
令
和
７
年
度
の
第
一
回
健
康
米

生
産
組
合
圃
場
め
ぐ
り
が
７
月
12

日
、
生
産
者
７
名
・
大
分
県
北
部

振
興
局
よ
り
１
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
、
雨
が
待
ち
遠
し
い

曇
り
空
の
中
、
健
康
米
生
産
組
合

（
吉
原
和
泉
組
合
長
・
会
員
11
名
２

法
人
）
が
恒
例
の
圃
場
め
ぐ
り
を

行
い
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
梅
雨
は
二
週
間
程
度
で

明
け
て
し
ま
う
と
い
う
大
変
短
い

も
の
で
、
既
に
猛
暑
も
始
ま
っ
て

お
り
昨
年
の
水
不
足
を
思
い
出
す

厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
夏
は
少
雨
の
予
報
も

出
て
お
り
中
干
し
や
間
断
潅
水
に

踏
み
切
れ
ず
、
高
い
水
温
の
ま
ま

水
を
は
っ
て
い
る
水
田
も
あ
り
ま

し
た
。

　
大
分
県
北
部
振
興
局
の
担
当
者

か
ら
「
根
腐
れ
等
を
防
ぐ
た
め
に

も
一
度
水
を
抜
い
て
２
〜
３
日
干

せ
る
と
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
ま
し
た
が
、
毎
年
水
の
確
保

に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
判

断
が
難
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
生
育
が
良
く
株
の
張
っ
た
田
が

あ
る
一
方
で
分
げ
つ
の
悪
い
田
も

あ
り
、
育
苗
は
も
と
よ
り
移
植
後

の
水
管
理
や
病
害
虫
対
策
な
ど
、

厳
し
く
変
化
し
て
い
く
環
境
に

し
っ
か
り
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
米
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
栽

培
期
間
中
「
無
農
薬
・
無
化
学
肥

料
で
安
心
安
全
な
お
米
」
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
販
売
部
　
鷹
﨑
　
剛

生育状況を確認する健康米生産者

口座引落できます！
　「丸八末広石油店」では、ご利用いただい
た油代金を大分県信・ゆうちょ銀行での口座
引落（基準日：毎月26日）ができます。
（口座振替の届出書は当店にもあります）
　なお、けんしん耶馬渓支店分は110円、下
郷郵便局は55円の引落手数料がお客様負担と
なります。
　また、新規会員カード作成も都度受付けて
いますので、お気軽にお声かけください。
丸八末広石油（下郷振興会）TEL 56-2496
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「
ク
リ
出
荷
・
加
工
用
カ
ボ
ス
受
取
り
」
に
つ
い
て

•
少
量
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
「
栗
」（
８
月
下

旬
〜
９
月
下
旬
）」
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
出

荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

•「
加
工
用
カ
ボ
ス
」
を
10
月
20
日
（
月
）
〜
22
日

（
水
）
ま
で
、
指
導
販
売
部
（
一
ッ
戸
工
場
）
で

受
取
り
ま
す
。

㊟
栗
・
カ
ボ
ス
の
出
荷
基
準
等
は
、
購
買
・
販
売

部
掲
示
案
内
ま
た
は
指
導
販
売
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
下
郷
農
協
指
導
販
売
部
（
一
ッ
戸
工
場
）

　
　
　
☎
０
９
７
９-

５
６-

２
６
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
：
立
花
・
鷹
﨑
ま
で

「
農
業
用
廃
資
材
の
適
正
処
理
」

に
つ
い
て

　
農
業
生
産
に
由
来
す
る
資
材
の
廃
棄
物
（
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
廃
農
薬
等
）
は
産
業
廃
棄
物
に
該

当
し
、
農
業
者
は
排
出
事
業
者
と
し
て
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
生
産
者
は
法
律
事
項
を
確
認
・
遵
守
し
、
廃

棄
物
を
適
正
に
保
管
・
処
理
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
別
途
配
布
の
「
大
分
県
農
業
用
廃

資
材
適
正
処
理
啓
発
チ
ラ
シ
」（
県
Ｈ
Ｐ
で
公
開
）

等
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、下
郷
農
協
で
は
毎
年
11
月
頃
に
廃
ビ
ニ
ー

ル
・
期
限
切
れ
農
薬
の
回
収
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
程
等
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
指
導
販
売
部
　
☎
５
６-

２
６
３
０
）

「令和 7年産米の買入」
について

指
　導
　販
　売
　部

•慣行栽培米の最低受入保証価
格：12,000 円（30 ㎏玄米／袋）
•米検査日：10 月２日（木）
　　　　　　10 月 23 日（木）
　　　　　　11 月 13 日（木）
㊟価格・検査日等の詳細について
は別紙回覧チラシをご確認くだ
さい。

◆お問い合わせは
　下郷農協指導販売部（一ッ戸工場）
　☎０９７９-５６-２６３０
　　　　　　　担当：鷹﨑まで
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2025年9～10月の診療日について（お知らせ）2025年9～10月の診療日について（お知らせ）
1, 担当医師
　＊火曜日・木曜日の診察：酒見（さけみ）久哲先生（診療科目：内科・小児科・外科）
　　〈下郷診療所の管理者として津民診療所より診療に来て頂いています。〉
2, 診療時間
　＊火・木曜日：8:30～（受付）、診療：9:00～12:00、13:00～17:00
　＊変更等の場合は、診療所および購買ふれあいの店にお知らせを掲示します。
3, その他
　＊これまで金曜日（午前中）の診察を担当していただいた内尾整形外科医院の内尾伸行先生につ

きましては、ご本人の体調によるご意向で契約を解除いたしました。
　　長きにわたりありがとうございました

下郷
診療所

〈2025年９月の診療日〉 〈2025年10月の診療日〉
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1日 2日 3日 4日
休診 酒見先生 休診 休診

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日
休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
　 休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

26日 27日 28日 29日 30日 31日
休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日
休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
休診 酒見先生 休診 酒見先生 休診 休診

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日
休診 休診 休診 酒見先生 休診 休診

28日 29日 30日
休診 酒見先生

■外来診療（通常とは異なる動線）において
　オンライン資格確認が行えるようになりました

■マイナ保険証『医療情報取得加算』『医療DX推進体制整備加算』について

風邪症状のある方は院内に入れません！
車の中で待機していただきコロナ・インフルエンザの検査を
行います。その際に健康保険証をお預かりしておりましたが
マイナンバーカードにてオンライン資格確認が可能となりま
した。顔認証不可のため暗証番号が必要になります。
＊暗証番号が不明な方は市役所等に相談されてください。
　健康保険証は有効期限内であれば使用可能です。

スマホで読み取ります
下郷診療所　☎56-2361

　当院は、より質の高い診療を行うため、オンライン資格認証による情報（受診歴、
薬剤情報、特定健診情報、その他必要な診療情報）を取得して活用しています。
　マイナンバーカードをご持参ください。下郷診療所は診療情報を取得・活用するこ
とにより、質の高い医療の提供に努めています。

下郷診療所
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現行の健康保険証は
発行されなくなります

インフルエンザ
　予防接種に
　　　　ついて

令和７年８月１日より健康
保険証は使用出ません。
マイナンバーカードをご利
用ください。

　接種期間・助成金・接種金額など未定です。例年通りであれば
10月上旬より接種開始になる予定です。予約が必ず必要です。
詳しい情報が入り次第、診療所等に掲示・お知らせします。

下郷診療所（☎56-2361）

本　年

12月２
日から

マイナンバーカードをお持
ちでない場合は資格確認書
で医療機関を受診すること
ができます。

健康保険証は有効期限内であれば使用できます。
有効期限の記載がない場合は令和７年12月１日まで使用できます。
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管
　理
　部

購
　買
　部

　
事
業
拡
大
等
に
伴
い
新
規
職
員

（
パ
ー
ト
職
員
含
む
）
を
大
募
集
中
で

す
。Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
飼
料
・
生
乳
運

搬
（
大
型
車
）
業
務
で
５
〜
６
名
、

新
規
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
で
４
名
、
い

ち
ご
ジ
ャ
ム
製
造
で
若
干
名
を
募
集

し
ま
す
。

＊
給
与
・
賞
与
、
昇
給
：
農
協
給
与
表
・

支
給
基
準
に
よ
る

＊
そ
の
他
：
勤
務
時
間
・
休
暇
・
待
遇
・

応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
下
さ
い
。
詳
細
を
改
め
て
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　
　
管
理
部
（
☎
５
６-

２
２
２
２
）

　
購
買
ふ
れ
あ
い
の
店
は
、
10
月
１

日
（
水
）
決
算
棚
卸
の
た
め
休
業
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

酪農ヘルパーさん募集！酪農ヘルパーさん募集！
酪農ヘルパーとは？……
365日お休みのない酪農家さんのサポートをするお仕事です。
主な業務は牛舎の掃除、エサやり、搾乳などをします。
入社後は先輩ヘルパーさんと共に業務を行うので、半年～一年程
度はサポートがありますので安心してください。
酪農ヘルパーの経験がある方はもちろん、動物が好きな方から未
経験者でも大大大大歓迎です！
生きもの相手の決して楽ではない仕事ですが、やりがいと感謝の
気持ちを抱けるお仕事です。

職種（待遇）：
業 務 内 容 ：
給 　 　 与 ：
勤 務 時 間 ：

休 　 　 暇 ：
勤 務 場 所 ：
必 要 書 類 ：

酪農ヘルパー（正社員）
朝晩の牛舎の清掃、給餌、搾乳等
216,200円～313,800円
6：00～9：00と17：00～20：00　※実働６時間
（※農家によって勤務時間の変動有）
週休２日制
中津市耶馬溪町
面接日の決定後に履歴書持参でお越しください。

※詳しい仕事内容やお休みのことなど、何でも気軽にお問い合わせください。
お申し込み・お問合せ先：耶馬渓酪農ヘルパー利用組合  事務局（武田）
　　　　　　　　　　　　TEL 0979-56-2222（下郷農協内）

●主な内容
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理事会だより
　2025年6月25日に第3回定例理事会、7月30日に第4回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内
容の一部概要をお知らせします。（議案名一部変更）

【第３回定例理事会 提出議案】
①活動報告承認の件
②監事監査指摘事項の回答について
③「下郷をグリーンコープの食べものの故郷にして
いく」ための「第二歩」を構想・準備するための
協議について
④その他の報告事項

【第４回定例理事会 提出議案】
①活動報告承認の件
②理事の報酬に関する件について
③第66回下郷農協まつりの開催について
④冬季一時金の支給について
⑤固定資産の取得について
⑥その他の報告事項

　第3回定例理事会では活動報告承認の件で、5月28日に開催された集落連絡員と農協執行部との「懇話会」の開催結果や、「乳
代精算書」の取り扱いについて等が報告されました。
　監事監査指摘事項の回答については、5月19日から20日の2日間行われた2024年度決算に係る監事監査の指摘事項に対する回
答（案）を付議・承認を受けました。
　「下郷をグリーンコープの食べものの故郷にしていく」ための「第二歩」を構想・準備するための協議については、6月19日
に下郷農協執行部とグリーンコープ連合会執行部が「基本協定に基づく戦略的提携の到達点と今後に関する意見交換と検討」を目
的に、九条ネギ・ヨーグルト・いちごジャム・加工用トマトその他の事項について協議、その結果内容を理事会付議・承認を受け、
通常総会において追加提案する事としました。
　第4回定例理事会では活動報告承認の件で、下郷診療所の賃貸借に係る中津市との実務者協議内容や、鶏肉処理場に係る売買契
約締結について報告が行われました。
　第66回下郷農協まつりの開催については、11月9日（日）に下郷農協本所購買前駐車場で行う事を決定しました。
　冬季一時金の支給については、労働者の処遇改善として先に行われた職員の賃金体系表の整備に加え、2025・2026年度は冬
季一時金（1ヶ月）、2027年度は夏季・冬季一時金（各1ヶ月）、2028年度は夏季（1ヶ月）・冬季（2ヶ月）の一時金支給を
決定しました。
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集落常会開催のお知らせ
集落常会を、下記の通り開催しますので、ご出席をお願いします。
開　催　日： 2025年10月28日㈫・29日㈬
議　　　題：①2025年度上期決算（概要）について
　　　　　　②農協事業の取り組み状況について
　　　　　　③第66回下郷農協まつり開催について
　　　　　　④各部署からのお知らせについて
　　　　　　⑤その他

担当役職員： 下表のとおり

（注）農協の都合により、予告なく担当者の変更を行う場合があります。ご了承をお願いします。　
下郷農協　管理部　TEL 56-2222

開催日 集落名 担　　当　　者 開催日 集落名 担　　当　　者
理事および責任者 担当 理事および責任者 担当

10/28
（火）

津留・杉畑、随雲寺、蕨野 行岡専務理事・相良 但馬

10/29
（水）

山 浦 越尾常務理事・原口 桑野
大 久 保 石川理事・藤田 ・・・ 伊 福 玉麻組合長・矢﨑（和） 安田
奥 の 鶴 立花 香月 鎌 城 石川理事・立花 ・・・
金 吉 上 越尾常務理事・矢﨑（和） ・・・ 一 ツ 戸 行岡専務理事・田坂 筌口
床 波 玉麻組合長・矢﨑（愛） ・・・ 貞 曽 田尻理事・藤田 ・・・
行広・梶ヶ原 田尻理事 安東 白 土 鷹崎理事・鷹崎 ・・・
和 泉 原 鷹崎理事・柳本 ・・・ 山 移 柳本 武田



下
郷
農
協

下
郷
農
協

２
０
２
５

９
・
10

№
７
４
３

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
８７１－０４３１　　　　　　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

ＴＥＬ　
０９７９－５６－２２２２　

ＦＡＸ　
０９７９－５６－３１１７　

　
　
　
ｈｔｔｐｓ：／／ｓｈｏｐ．

ｓｉｍ
ｏｇｏｎｏｋｙｏｕ．

ｏｒ．
ｊｐ／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

パ
ズ
ル
？ 

頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Ｄ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

数
独
（
す
う
ど
く
）

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

Ｑ

先月号のこたえ
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出
題
●
ニ
コ
リ

出
題
●
ニ
コ
リ

7 2 9 5 8 6
1 3 4

4 9 1 3
7 8 9 2 5

2 5 7
6 3 7 4 1

1 4 5 3
3 1 6

5 4 3 2 9 8

3 7 2 9 4 5 8 1 6
8 1 6 2 3 7 5 4 9
4 9 5 6 8 1 3 2 7
1 4 7 8 6 9 2 3 5
9 2 8 1 5 3 6 7 4
6 5 3 7 2 4 1 9 8
2 8 1 4 9 6 7 5 3
7 3 9 5 1 8 4 6 2
5 6 4 3 7 2 9 8 1

例
題

［
例
題
の
答
え
］

［考え方］
　タテ列やヨコ列、3×3マスの各ブロッ
クで、同じ数字が重複しないように数字を
入れていくパズルです。計算は不要ですよ。
例題で解き方を覚えましょう。右下のブロ
ックには、まだ２が入っていないので、４
つある空きマスのどれかが２になるはず。
同じタテ列やヨコ列に２がない空きマスは、
６のすぐ右のマスしかないので、２の入る
場所はここだと決められます。このように、
確実に数字が決められる場所を、注意深く
根気強く探していきましょう。

解答は次号で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い
ず
れ
に

も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

先月号のこたえ

タ
テ
の
カ
ギ

１　

お
代
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん

３　

転
職
を
し
た
い
が
、
い
ざ
と
な
る
と
―
―
を
踏

ん
で
し
ま
う

６　

金
箔
の
生
産
量
第
１
位
の
市
が
あ
る
都
道
府
県

８　

皿
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

９　

あ
え
る
と
パ
ス
タ
が
黒
く
な
り
ま
す

11　
落
ち
葉
を
か
き
集
め
る
道
具

13　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
日
に
楽
し
む
人
も
い
ま
す

15　
役
場
で
―
―
証
明
を
取
っ
て
き
た

17　
薪
割
り
に
使
う
刃
物

18　
事
件
は
あ
っ
け
な
い
―
―
を
迎
え
た

20　
写
生
を
こ
う
も
い
い
ま
す

21　
動
物
や
鳥
な
ど
の
集
団

ヨコのカギ
１　10月の第２月曜日はスポーツの日。
　　以前は――の日でした
２　祭りのときに引く車
３　――雨だよ、すぐに止むさ
４　塩分濃度は低め、麹の割合は高めな味噌
５　ドングリがなる木の一種
７　彼女は免許――の腕前だ
10　悪臭を放つことで知られる動物
12　傘がたくさん重なった形の食用キノコ
14　ハワイアンの演奏にも使われる弦楽器
16　玄関の上がり――に腰かけて話した
17　秋にもおいしい紫色の野菜
19　教育、勤労、納税は国民の三大――です先月号のこたえ「ネガイゴト」

答え　6＋2＝8

1 12 15

11

95

7

8

10

16

2

3
B

A

E

C
6

D

13

14

17

4

ラ ジ
ゴ
ク
ビ
オ タ

ト カ
ガ
ラ
バ

リ
オ

テ
オ

キ
マ

ミナ
ン ハ

リ

ア
ソ フ ドト ン ク

ネ
キ

リ

モ

ウ

ソイ ウ
ス

8 5 4 2 3 6 9 7 １
2 3 6 1 9 7 4 5 ８
1 7 9 5 4 8 3 ⑥ ２
7 6 2 4 8 1 5 3 ９
3 9 8 7 2 5 1 4 6
4 1 5 3 6 9 8 2 ７
6 ② 1 9 5 4 7 8 ３
9 4 3 8 7 2 6 1 5
5 8 7 6 1 3 2 9 4

1 6

C

11 17 20

2 12 15

A
7 9

3 16 18

10 13

4 8

B

19 21

5 14

D


